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知多市議会９月定例会提出議案の概要 
提出件数：議案９件、報告２件、認定５件 

議案番号 議    案    名 概       要      説      明 

３８ 知多市個人情報保護条例及び知多市行政手続

における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用

及び特定個人情報の提供に関する条例の一部

改正について 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、条

例中で引用する用語及び条項を改めるものです。 

３９ 知多市税条例の一部改正について 愛知県県税規則の改正に伴い、個人市民税の寄附金税額控除の規定を改めるものです。 

４０ 知多市使用料及び手数料条例の一部改正につ

いて 

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、個人番号カー

ド再交付手数料の規定を削除するものです。 

 

４１ 財産の取得について 火災等の災害に対処するため、はしご自動車を購入する売買契約を締結するものです。 

 契 約 数 量 １台 

 契約の方法 ２社による指名競争入札 

 契 約 金 額 １９９，６５０，０００円 

契約の相手方 名古屋市東区矢田南一丁目２番８号 

       株式会社モリタ名古屋支店 

       支店長 伊藤晶広 

 

資料１-１  
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議案番号 議    案    名 概       要      説      明 

４２ 財産の取得について 国のＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた教育ＩＣＴ環境を整備するため、電子黒板を購入

する売買契約を締結するものです。 

 契 約 数 量 ４１台 

 契約の方法 ３社による指名競争入札 

 契 約 金 額 ２４，３５４，０００円 

契約の相手方 名古屋市中区丸の内三丁目１８番２８号 

       教育産業株式会社 

       代表取締役 今枝伸保 

４３ 市道路線の認定について 宅地開発に伴う帰属により、市道１０５１８号線を新たに市道路線として認定するものです。 

４４ 令和３年度知多市一般会計補正予算（第５号）  １，０７４，２２９千円の増額補正で、歳入歳出予算の総額を３０，１３２，０１２千円と

するものです。 

 ＜主な歳入＞ 

  地方交付税        121,344千円   衛生費国庫負担金     177,545千円 

  民生費国庫補助金      1,324千円   衛生費国庫補助金     71,113千円 

  総務費寄附金        1,000千円   財政調整基金繰入金   △110,552千円 

  繰越金          261,063千円   雑入           41,980千円 

  違約金及び延納利息    167,772千円   土木債         △12,000千円 

  臨時財政対策債      353,000千円 
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議案番号 議    案    名 概       要      説      明 

 ＜主な歳出＞ 

  財産管理費         1,000千円   安全対策費          500千円 

  市民協働推進費      △3,000千円   社会福祉総務費      △1,767千円 

  保育園費          3,289千円   国民健康保険費     △58,524千円 

  保健衛生総務費      62,858千円   新型コロナウイルス    248,658千円 

                       ワクチン接種費 

  商工振興費        826,673千円   観光費         △15,827千円 

  道路橋りょう新設改良費  10,000千円 

 

第２表 地方債補正 

地方債の限度額を次のように変更するものです。 

起 債 の 目 的 補正前 補正後 

公園整備事業 34,800 千円 22,800千円 

臨時財政対策債 780,000千円 1,133,000 千円 

計 1,289,900 千円 1,630,900千円 
 

 

４５ 

 

令和３年度知多市国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号） 

 歳入予算の款項の区分ごとの金額を補正するものです。 

  一般会計繰入金     △58,524千円   繰越金          58,524千円 

４６ 令和３年度知多市後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第１号） 

 歳入予算の款項の区分ごとの金額を補正するものです。 

  一般会計繰入金       △189千円   繰越金            189千円 
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報告番号 報    告    名 概       要      説      明 

報告 ９ 市長専決処分事項の報告について 専決第７号（令和３年８月１０日専決） 

 損害賠償の額の決定及び和解について 

 公用車による事故について、国家賠償法の規定に基づき、相手方の損害を賠償し、民法の規

定に基づき、和解を締結したものです。 

 

報告１０ 令和２年度健全化判断比率及び資金不足比率

の報告について 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、健全化判断比率及び資金不足比

率を報告するものです。 
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認定番号 認    定    名 概       要      説      明 

認定 １ 令和２年度知多市一般会計歳入歳出決算認定

について 

 歳入総額        ３８，２０７，５１６，２７５円 

 歳出総額        ３６，７２６，２９９，２０４円 

 歳入歳出差引残額     １，４８１，２１７，０７１円 

 うち基金繰入額        ８７１，５９４，８４４円 

認定 ２ 令和２年度知多市国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算認定について 

 歳入総額         ７，６７７，５０５，４１６円 

 歳出総額         ７，５１８，９８０，５７３円 

 歳入歳出差引残額       １５８，５２４，８４３円 

認定 ３ 令和２年度知多市後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定について 

 歳入総額         １，２９８，８０９，４９７円 

 歳出総額         １，２９６，６２０，０１２円 

 歳入歳出差引残額         ２，１８９，４８５円 

認定 ４ 令和２年度知多市水道事業会計利益の処分及

び決算認定について 

未処分利益剰余金２６３，５１２，６６７円のうち８８，１９９，５０３円を資本金へ組み

入れ、９４，３８６，１８４円を建設改良積立金に積み立て、残余を繰り越すとともに、令和

２年度知多市水道事業会計の決算を次のとおり行うものです。 

(1) 収益的収入及び支出 収入 水道事業収益  １，２９１，４２０，０９８円 

            支出 水道事業費用  １，１４９，３５５，７０８円 

(2) 資本的収入及び支出 収入 資本的収入     ２７３，４０１，７２４円 

            支出 資本的支出     ６８２，６８７，２４６円 

  資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４０９，２８５，５２２円は、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額４６，８１６，５１７円、建設改良積立金８８，１９

９，５０３円、過年度分損益勘定留保資金２４５，２９１，７３７円、並びに当年度分損益

勘定留保資金２８，９７７，７６５円で補填するものです。 
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認定番号 認    定    名 概       要      説      明 

認定 ５ 令和２年度知多市下水道事業会計利益の処分

及び決算認定について 

未処分利益剰余金３６４，１７７，７４３円のうち１６２，８７６，９２４円を資本金へ組

み入れ、１４３，９６４，６０１円を減債積立金に、５７，３３６，２１８円を建設改良積立

金に、それぞれ積み立てるとともに、令和２年度知多市下水道事業会計の決算を次のとおり行

うものです。 

(1) 収益的収入及び支出 収入 下水道事業収益 ２，００６，６８７，６９５円 

            支出 下水道事業費用 １，７６９，１５５，５５４円 

(2) 資本的収入及び支出 収入 資本的収入   １，１１７，８５７，７８０円 

            支出 資本的支出   １，３１６，９６６，０２６円 

  資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１９９，１０８，２４６円は、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額３６，２３１，３２２円、減収積立金９１，９０２，

９８８円、並びに建設改良積立金７０，９７３，９３６円で補填するものです。 



資料１－２

高齢者の特殊詐欺対策装置の購入を支援します

振り込め詐欺など、深刻化する高齢者の特殊詐欺被害を未然に防止するため、高齢者を対象に特殊詐
欺対策装置の購入を支援します。

１ 補助対象

知多市内に居住し、申請年度末までに満６５歳以上となる高齢者の方で、

次のいずれかに該当する方

・ひとり暮らしの方

・高齢者のみで構成される世帯の方

お問い合わせ
防災危機管理課
防災危機管理チーム 榊原（0562-36-2638）

２ 補助対象装置

・固定電話機に接続する外付けの自動応答録音装置

・固定電話機に接続する外付けの自動着信拒否装置

・自動応答録音装置、または自動着信拒否装置の機能がついている固定電話機

３ 補助金額

特殊詐欺対策装置購入補助金 ５００千円（約１００件分）

４ 補助事業費

補助対象装置の購入費及び設置費（税込）の２分の１
補助上限額５，０００円

▲ 特殊詐欺対策装置のイメージ

安全対策費
予算 ５００千円

令和３年１０月

５ 補助開始時期



資料１－３

子どもとの意思疎通を図るため、口元の見えるマスクを購入します

コロナ禍におけるマスク着用が常態化するなか表情が子どもに伝わりにくく、こころの発達に影響が
あることが課題となっているため、口元の見えるマスクを購入し、表情が伝わる教育・保育を行います。

１ 事業内容

保育士、小学校１、２年生の学級担任、特別支援学級担任、

幼稚園教諭などに対し、マスクを１人２枚を配布します。

マスク購入枚数（合計１，６２０枚）

・保育園（１１園） １,１５２枚

・児童発達支援センター（やまもも園） ８０枚

・小学校（１０校） ３２０枚

・幼稚園（２園） ６８枚

お問い合わせ
幼児保育課
施設管理チーム 黒川（0562-36-2659）

学校教育課
庶務チーム 濱野（0562-36-2681）

２ 事業費

マスク購入費（合計１，９２７千円）

・保育園管理費 １,３６９千円

・やまもも園管理費 ９６千円

・小学校管理費 ３８１千円

・幼稚園管理費 ８１千円

３ 補助金

・保育対策総合支援事業費補助金 ６８４千円

▲ 口元の見えるマスクを装着して保育をしている様子

保育園費 予算１，３６９千円
やまもも園費 予算 ９６千円
学校管理費 予算 ３８１千円
幼稚園費 予算 ８１千円



資料１－４

通学路等の総点検結果に基づく緊急事故対策を実施します

小中学校の通学路等の総点検結果に基づき、子どもたちが安全に登下校できる環境を整備するため、
区画線の引き直し、防護柵の設置などの緊急事故対策を実施します。

１ 事業背景

令和３年６月に千葉県八街市で下校中の児童の列にトラックが衝突し５名が死傷する痛ましい事故が発生しました。この

ことから、市内においても、通学路等における総点検を行い、児童等の交通安全を一層確保する取り組みを行います。

お問い合わせ
土木課事業チーム 蟹江（0562-36-2671）

２ 事業概要

車道と路肩を区別する路面標示（区画線）の設置

車道と歩道を分離する防護柵（ガードパイプ）の設置など

工事費 １０，０００千円
※財源は全て、一般財源

４ スケジュール（予定） ▲ ガードパイプで対策をしたイメージ

道路橋りょう新設改良費
予算 １０，０００千円

３ 事業費

令和３年７月 危険箇所の抽出
８月 抽出箇所の現地確認
９月 対策必要箇所の選定・対策案の検討

１０月～ 対策の実施

整備前 整備後

やちまた



知多市議会９月定例会の日程

（８月３０日～９月17日 19日間）

8月30日（月） 本会議第１日（議案上程）

8月31日（火） 本会議第２日（一般質問）

９月 １日（水） 本会議第３日（一般質問）

９月 ２日（木） 本会議第４日（議案審議、決算認定議案上程、委員会付託）

９月 ３日（金） 福祉文教委員会

９月 ６日（月） 建設経済委員会

９月 ７日（火） 総務委員会

９月 ９日（木） 決算審査特別委員会

９月１０日（金） 決算審査特別委員会

９月１３日（月） 決算審査特別委員会

９月１５日（水） 議会運営委員会

９月１７日（金） 本会議最終日（委員長報告、討論、採決）

※開始時間は、午前９時30分から

資料１－５



資料２

「ゼロカーボンシティちた宣言」をします

地球温暖化防止対策に向き合い、実践する決意として、２０５０年までに本市の二酸化炭素排出量を
実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」へ挑戦することを表明します。

１ 宣言文

近年、地球温暖化の進行が深刻な状況となっており、台風の大型化や集中豪雨の増加、熱中症の増加、さらには農林水

産物への影響など、私たちの暮らしにおいても、その影響と考えられる現象が現れ始めています。化石燃料依存型の社会

から脱却し、脱炭素化に向けた社会を構築することが急務となっており、国においては、令和2（2020）年10月に温室効

果ガス排出量を2050年までに実質ゼロにすることが表明されました。

知多市は、臨海部を中心に企業が多く立地していることから、国や県と比較しても産業部門における温室効果ガス排出

量が多いことが特徴であるため、脱炭素化に向けて「あいち低炭素水素サプライチェーン」を始めとする水素を利用した

低炭素なくらし・基盤づくりや、再生可能エネルギーの利用促進を図り、市民、事業者、市がそれぞれの立場で協働する

ことで、持続可能な社会の実現を目指します。

第３次知多市環境基本計画の基本理念である「つくる、つたえる、つなぐ ～未来に続く ふるさと知多～」のもと、

地球温暖化防止対策に向き合い、実践する決意として、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボン

シティ」へ挑戦することを、ここに表明します。

お問い合わせ
環境政策課環境政策チーム 吉峯（0562-36-2661）

２ ゼロカーボンシティを目指す施策

(1) 水素を利用した低炭素なくらし・基盤づくり

水素の受入基地、配送拠点、利用拠点づくり

（2) 再生可能エネルギーの利用促進

住宅用太陽光発電設備、蓄電池の設置に対する補助

（3) 市民、事業者、市がそれぞれの立場で協働

ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥの推進、庁用車の脱ガソリン車化

※COOL CHOICEとは：温室効果ガスの排出削減につながる製品や商品の購入、公共交通機関
の利用、パーク＆ライドなど地球温暖化対策に資する賢い選択をする取組のこと



資料３

１００歳の長寿の方をお祝い

概 要

数え１００歳の方を対象に、市長がお宅を訪問し、長寿をお祝いするとともに、
ますますの健康長寿に向けて激励します。

ＰＲポイント

市長の訪問を希望された全てのお宅にお伺いし、長寿のお祝いとともに、敬老金
をお渡しします。

日 時 ８月２８日（土）午前９時３０分から

会 場 市内各所

内 容 数え１００歳の全ての方に、敬老金２万円を贈呈

訪問対象者 激励訪問を受けることを希望された方

▲昨年の激励訪問の様子

お問い合わせ
長寿課高齢者支援チーム 江端（0562-36-2652）

今年度の対象者は２２人で、訪問予定者は８人です。



未来ツクリバ「私を生かして、まち育て～まちの縁側って？～」

概 要

ＰＲポイント

お問い合わせ
企画情報課 企画・統計チーム 加藤（0562-36-2639）

開催日時 ９月４日（土） 午後２時から午後４時30分（受付は午後１時30分から）

会 場 メディアス体育館ちた 大会議室、オンライン（Zoom）

申 込 み 電子申請(QRコード)、電話、FAXまたはメールで８月25日（水）までに事前申込

参 加 費 無料

詳 細 別添チラシをご覧ください。

第６次知多市総合計画では、行政、市民、コミュニティなどの多様な主体が、そ

れぞれの力を発揮し、「理想の未来」の実現につなげていくことを描いています。

今回の未来ツクリバでは、「まちの縁側」として、人と人、人とまちとをつなぐ

場や活動の事例紹介から、社会的ニーズと参加者の興味・関心の接点を探求し、

「私」も「地域」も共に生き生きとする場・活動について意見を交換します。

▲講師
ＮＰＯ法人
まちの縁側育くみ隊
名畑 恵代表理事

・講師にＮＰＯ法人まちの縁側育くみ隊の名畑恵代表理事を招き、全国各地で活動

しているまち育ての取組事例について紹介します。

・セミナーは、会場とオンラインの同時開催によるハイブリッド形式で行い、そ

れぞれの参加者同士の交流・意見交換の場を設けます。

日本福祉大学
国際福祉開発学部
吉村 輝彦教授

資料４



資料５

知多市歴史民俗博物館 収蔵品展「木造船 模型」

概 要
博物館では、この地域の漁撈や造船の文化を後世に伝えるための資料として、船

大工の造船技術を用いて作られた木造船の模型約５０点を収蔵しています。

この収蔵品展では、その中から曳き網漁に使われた打瀬船や、運搬に使われた団

平船など、約２０点の模型を展示します。

ＰＲポイント

・木造船は、昭和３０年代頃まで市域の海でも盛んに用いられていましたが、

ほとんど現存していません。この展覧会では、精巧な縮小模型や古写真から、

かつての木造船の文化を紹介します。

・展示模型のうちの大半は、かつて船大工を仕事としていた方による作品です。

・実寸大の復元木造船に乗って記念写真を撮れるコーナーも設置します。

期 間 ９月１１日（土）～１０月２４日（日）（月曜日休館。ただし、月曜日が祝日の場合はその翌日）

会 場 歴史民俗博物館 ２階 特別展示室（記念写真撮影コーナーは１階エントランス）

開館時間 午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

観 覧 料 無料

▲打瀬船（左上）などの木造船模型

お問い合わせ
知多市歴史民俗博物館 真田（0562-33-1571）

ひ

詳 細 別添チラシをご覧ください。


